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＜パートナーシップ＞
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・「取組みの状況」には、前回登録申請した際の重点的な取組みの実施状況や指標の達成状況を記載してください。指標が未達成の場合は、その理由等も記載してくださ
い。

環境 社員の新規・中途の採用と外国人技術者・技能実
習生の雇用を実施し、技術資格の取得を推進す
る。
外国人専用宿舎も完備し、生活環境も十分配慮す
ることで、指標目標は達成できた。

中途採用２名、外国人
技術者２名、外国人実
習生２名の雇用を継
続実施

中途採用４名、外国人技能実習生３名（外
国人雇用１１名の内５名技術資格取得）、高
卒1名を雇用

社会

経済

環境

産業廃棄物排出量の削減、リサイクル率の向上、
水使用量の削減、環境に配慮した工事（騒音・振
動・排出ガス削減）、地域貢献活動の推進ができ
た。

環境並び地域住民の
生活に配慮しながら、
地域に根差した企業
として、安全施工・地
域貢献活動を実施す
る。

・産業廃棄物の削減→1.72％
・リサイクル率の向上→1.0％
・水使用量の削減→5ｔ
・安全施工→KY活動や新規入場者教育実
施
・近隣住民の対応→リサイクルトイレット
ペーパーを配布
・災害非常時用品備蓄→40人×３日間
・道路清掃→年5～6回

社会

経済

環境
環境負荷の削減に向けて、電力、燃料等のエネル
ギー使用量を削減し二酸化炭素（CO2）の排出量
を削減

環境負荷4％削減
(2021年～2023
年）

環境負荷4％削減→実績：9％削減社会

経済

＜SDGsに関するこれまでの重点的な取組み及び指標に係る進捗状況＞
三側面

取組みの状況 前期の指標 実績
（分野に☑）

・「SDGsに関する重点的な取組み」には環境・社会・経済の三側面の全てについて、重点的な取組みを記載してください。なお、取組みが複数の分野に該当する場合は、
それぞれの分野にチェックを入れてください。
・「指標（更新時に向けた数値目標）」には、それぞれの取組みに対する「目指す姿」の実現を念頭に、更新時までの数値目標を記載してください。
・「パートナーシップ」には、企業やNPO法人、行政など関係機関との連携を記載してください。

建設業は、地域住民との関りが大きく、地域住民の生活に支障が無いように、工事の施工計画を構築し、信頼関係を第一に
安全施工を実施する。社内においては、従業員同士のコミュニケーションを図るとともに、健康増進の強化・技術の研鑚・技
術指導を行い、働きやすい環境を整備する。

環境
環境負荷の削減に向けて、電力、燃料等のエネルギー使用
量を削減し、二酸化炭素（CO2）の排出量を削減する。

環境負荷の4％削減（2023年→2026年）社会

経済

産業廃棄物排出量の削減、リサイクル率の向上、水使用量
の削減や、環境に配慮した工事（騒音・振動・排出ガス削
減）により、地域貢献活動を推進する。

2023年８３１t-Co2→2026年798ｔ-Co2（2023
年比4%削減）

社会

経済

環境
社員の新規・中途（男女問わず）の採用と外国人技能実習
生の雇用を実施し、技術資格の取得を推進する。

新規採用2名、中途採用2名、外国人技能実習生2名の
雇用を継続実施する。（2023年→2026年）

社会

経済

三側面
SDGsに関する重点的な取組み

指標
（更新時に向けた数値目標）（分野に☑）

事業者名 株式会社　東築建設

＜2030年のSDGs達成に向けた経営方針と目指す姿＞

建設業を通じて地球環境保全に努め、技術の研鑚により都市開発・インフラ整備に総力を挙げ邁進する。しかし、ここ数年熊
本を襲う自然災害の規模は極めて増大している状況の中で、建設業としての立場を再認識し、更なる技術の研鑚を重ね、次
世代を担う子どもたちに豊かな地球環境と、住みやすく、美しい街を残すために、社員一同全力を傾ける。

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標＞

更新


